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〜UPS設備の活⽤によるDR/VPPへの参画〜
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データセンターにおける電⼒需給制御
STEP1 ⼤容量リチウムイオン蓄電池を導⼊し、充放電制御を実施

1-1︓夏場の受電ピークの低減（2020年〜）
1-2︓VPP参画（系統との協調）による報酬獲得（2023年〜）

STEP2 IT機器の負荷制御
電気の余る／不⾜する時間帯にIT機器の稼働率を上げる／下げる

設備仕様区分
⽩井データセンターキャンパス
（千葉県⽩井市）設置場所
三相 400VAC電圧
436kW/696kWh（初期）出⼒/容量

外気利⽤循環運転外気利⽤

⽩井DCC空調設備年間消費電⼒推移

1-1.外気冷却空調の課題
夏場の電⼒需要が⾼⽌まり

1-2.蓄電池余⼒の活⽤
ピークの⼩さい外気利⽤期
オンサイト太陽光発電導⼊後の夏場晴天時

kW

本⽇説明
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実装内容と実績
どこに実装︖
重要機器への電源継続の担保として導⼊される従来型UPS(鉛蓄電池)の置き換え
・ピークカット機能追加への投資コストを抑制
・蓄電池を⾮常時の電⼒供給の継続⽤途だけでなく、常時の電⼒供給⽤として利⽤
・データセンターの規模に合わせて蓄電池の容量を拡⼤

プレスリリース「⽩井データセンターにおける電⼒エネルギー制御の検証結果について」 (2020年12⽉17⽇)
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2020/1217.html

プレスリリース「IIJ、関⻄電⼒の「バーチャルパワープラント（VPP）」事業に参画」 (2022年7⽉28⽇)
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/0728.html

実績
• STEP1-1︓受電ピークの低減

• 2020年夏季の年間ピーク⽇において、DC全体の電⼒需要に対し10.8%のピークカット効果を実測
• STEP1-2︓VPP参画 （系統との協調） による報酬獲得

• 関⻄電⼒がアグリゲートするVPPに需要家として参画
• 2023年度 調整⼒公募（電源Iʼ）実施。2024年度 容量市場に参画中
• 供給容量 100kW規模（容量を拡⼤させていく計画）
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外部環境の変化
 脱炭素化・再エネ利⽤の要請

• 2050年カーボンニュートラル宣⾔、CP制度検討（炭素税・排出量取引）、・・
 電⼒システム改⾰

• エネルギー×デジタル化による電⼒需給管理の⾼度化
• 通信業界と同様に「⾃律分散」や「仮想化」をキーワードとした変⾰が進むと予想

データセンター業界
 エネルギー消費量の多い業種、ICT利⽤拡⼤による市場規模の拡⼤
 元々、停電時の電源補償として蓄電設備、発電設備を必要とする

何故、IIJが「電⼒」に着⽬するのか

環境対応経済性
向上

DC電⼒
安定供給

持続可能なDCサービスの安定提供 社会課題の解決

再エネ
普及

地域のインフラ
災害耐性向上

電⼒システムの変⾰の中でデータセンターがキープレイヤーになっていくべき。省エネ追求から進化させ
電⼒をただ消費する「静」なる電源システムから、「動」なる電源システムへ

・・

出典︓経済産業省「2050年カーボンニュートラ
ルに伴うグリーン成⻑戦略」

省エネ 蓄エネ電⼒調達 IT需要制御
エネルギーマネジメント

データセンター

出典︓OCCTO「全国及び供給区域ごとの需要想定（2024 年度）」



5

環境省 脱炭素先⾏地域
松江市の共同提案者として参画（2023年）

24時間/365⽇稼働するデータセンターにて、施設内の蓄電池を⽤いて、
⾃治体と⼀体となった協⼒体制を作り、防災拠点等として活⽤するモ
デル（協議中）

今後の展望

・DRの⾼度化（報酬増による電気コスト低減への寄与）
EMSの活⽤、VPP参画市場の選択（需給調整市場等）

・モデルケースの創出・実践
データセンターがデータだけでなく電⼒を貯める機能を持つことを認識
地域や発電施設とデータセンターの電⼒需給が有機的に結合する新たなDCモデルに挑戦

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-teiansyo-10.pdf

総務省インフラ強靭化事業に松江DCPサーバ棟
新設が採択（2022年）
デジタル⽥園都市国家構想を実現するデジタルインフ
ラの重要なパーツとしてデータセンターは位置付けら
れ、東阪エリアに集中する現状から事業継続性の観点
等で地⽅への分散配備への⽀援が⾏われている

出典︓松江市「国際⽂化観光都市・松江」の 脱炭素化による魅⼒的なまちづくり 〜カーボンニュートラル観光〜」 プレスリリース「IIJ、「松江データセンターパーク」にシステムモジュール棟を新設」 (2022年11⽉17⽇)
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/1117.html
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IIJデータセンターは
安定したインフラ基盤を提供しつつ
技術⾰新によりネットワークインフラの進化を
牽引してまいります
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